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１ は じ め に

近年、飼料用稲の作付け面積が大幅に増加し、牛へ

の給与の取り組みが進められている。黒毛和種への稲

発酵粗飼料（以下稲 WCS）の給与試験は比較的少なく、

とりわけ肥育素牛育成期の給与に関する報告は非常に

少ない。稲 WCS の黒毛和種育成牛への給与量を把握

するため、切断長の異なる稲 WCS の給与が増体及び

血液性状に与える影響並びに乳熟期予乾処理した稲

WCS の給与が増体及び血液性状に与える影響について

検討した。

２ 試 験 方 法

(1) 切断長の異なる稲 WCS 給与試験(試験 1)
黄熟期に刈り取りした稲 WCS を用い、切断長

15cm 区と切断長 2cm 区の 2 区を設置し給与試験

を実施した。 試験期間はそれぞれ 56 日間とした。

1) 供試牛 黒毛和種育成牛

切断長 15cm 区 6 頭（去勢 3 頭、雌 3 頭）

切断長 2cm 区 4 頭（去勢 3 頭、雌 1 頭）

2) 給与方法

両区とも濃厚飼料、粗飼料それぞれ朝夕 2 回に

分けて給与し残飼量は毎日測定。

3) 供試稲 WCS の栄養価

表 1 のとおり。

4) 試料の採材

稲 WCS は開封時に採材し、体重測定及び採血

は給与開始前、給与終了時で実施した。

なお、血液生化学性状は富士ドライケムシステ

ムを、血漿中ビタミン A・E 濃度測定は高速クロ

マトグラフィーを用いて行った。

(2) 乳熟期・予乾処理した稲 WCS 給与試験(試験 2)
乳熟期に刈り取り、2 日間の予乾処理後収穫調

製した稲 WCS を切断せずに用いて給与試験を実

施し、試験期間は 56 日間とした。

1) 供試牛 黒毛和種育成牛(雌 3 頭)

2) 給与方法 試験 1 と同様

3) 供試稲 WCS の栄養価 表 2 のとおり

4) 試料の採材 試験 1 と同様

5) 統計処理

一元配置分散分析を行った後、Tukey の方法で

検定を行った。

３ 試験結果及び考察

(1)切断長の異なる稲 WCS 給与試験(試験 1)
給与した稲 WCS は 15cm 区、2cm 区とも品質が良く、

試験期間終了時の各区の摂取量はそれぞれ 2.0,2.2kg で

あった。稲 WCS が原因と考えられる下痢の発生は見

られなかった。また、期間中の日増体量で切断長 15cm
区で 1.1 ± 0.2kg、切断長 2cm 区で 1.0 ± 0.2kg と両区

とも増体における差は認められず、発育は良好であっ

た(表 3)。栄養状態の評価のため、稲 WCS 給与開始前

・中間時・給与終了時の血漿を用いて、血液生化学検

査を行ったところ、両区とも殆ど各検査項目において

正常範囲内で推移した。しかし肝機能の指標となる

GOT 値において正常値を超える個体が見られた。血漿

中ビタミン A 及び E の測定では、給与開始前に比べ終

了時に上昇する傾向にあり、特に切断長 2cm 区のビタ

ミン A 濃度の上昇が顕著であった(図 1 ～ 4)。
(2)乳熟期・予乾処理した稲 WCS 給与試験(試験 2)
試験に用いた稲 WCS は水分含量が少なく、嗜好性

においては、試験 1 で用いた黄熟期・ダイレクト処理

稲 WCS に比べて良好であった。押部ら 1)は稲発酵粗

飼料の収穫時期と調製方法の違いが牛の嗜好性に及ぼ

す影響について、ホルスタイン種で黄熟期よりも糊熟

期の稲 WCS が嗜好性が高いことを報告しているが、

今回の試験においても、黄熟期よりも収穫時期が早い

ほど嗜好性が高まることが示唆された。また、試験期

間終了時の摂取量は 3kg であった。給与期間中の増体

は日増体量が 1.0 ± 0.2kg と発育は良好であった(表

4)。栄養状態の評価のため、試験 1 と同様に血液生化

学検査を実施したところ、ほぼ正常範囲内で推移し、

試験 1 では上昇傾向にあった GOT 値においても、正

常範囲内であった。血液中ビタミン A 及び E の測定で

は、試験 1 と同様に給与開始前に比べ終了時に上昇す

る傾向であった(図 5 ～ 6)。
試験 1 及び 2 の結果から黒毛和種育成期における稲

WCS 給与の目安としては、上限を 3 ～ 3.5kg 程度に設

定し、給与期間中除々に増量していくことにより、適

正な増体を確保し、血液性状は正常範囲で推移するこ

とが確認された。



４ まとめ

稲 WCS の切断長のちがいが、黒毛和種育成牛の増

体や血液性状に及ぼす影響は認められなかった。また、

乳熟期・予乾処理で調製した稲 WCS は、嗜好性が良

く低水分で籾殻による影響もほとんどなく、育成牛の

粗飼料として十分に対応できることが確認された。
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ａ，ｂ，ｃ：異符号間に有意差あり P ＜0.05
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表 １　供 試 稲 Ｗ Ｃ Ｓ の 栄 養 価 

品種・熟期
成分（％ＤＭ）

でわひかり・黄熟

ＤＭ ＣＰ ＴＤＮ

54.5 5.1 51.9

表 ２　乳 熟 期 ・ 予 乾 処 理 供 試 稲 Ｗ Ｃ Ｓ の 栄 養 価

品種・熟期
成分（％ＤＭ）

べこあおば・乳熟

項目 単位 １５ｃｍ区 ２ｃｍ区

供試頭数 頭 ６（去勢３，雌３） ４（去勢３，雌１）
開始月齢 月 ６．７±０．２ ６．２±１．１
給与日数 日 ５６ ５６
開始体重 ｋｇ ２０９．２±１９．７ １９２．５±４１．９ ｎｓ
中間体重 ｋｇ ２３２．０±２１．２ ２１８．３±３９．７ ｎｓ
終了時体重 ｋｇ ２６８．３±２５．２ ２５０．０±４５．７ ｎｓ
日増体量 ｋｇ １．１±０．２ １．０±０．２ ｎｓ

(平均±標準偏差) ns：有意差なし

表３　　切断長の異なる稲ＷＣＳ給与による増体成績

項目 単位

供試頭数 頭 ３（雌３）
開始月齢 月 ５．３±０．５
給与日数 日 ５６
開始体重 ｋｇ １６４．０±２０．８
中間体重 ｋｇ １９１．３±２４．０
終了時体重 ｋｇ ２１８．７±２９．８
日増体量 ｋｇ １．０±０．２

(平均±標準偏差)

表４　　乳熟期・予乾処理した稲ＷＣＳ給与による増体成績




